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1. はじめに 

  無線電力伝送には電磁誘導方式や磁気共振方式が

あるが、本論文では、ロボットなどの移動装置への電力

伝送を目的とするために磁気共振方式を用い、その基

礎実験を行った。 
 
2. 装置の構成と回路構成、パラメータ 

2.1. 装置の構成 

  送電側と受電側のコイルを図 1 に示す。コイルは直径

19cm の同心円で 30 回巻きとした。また、磁気共振結合

電力伝送回路（T型等価回路）を図 2に示す。尚、インバ

ータに用いた MOSFET のスイッチング特性の関係から、

インバータ運転周波数は 100kHz 程度が上限である。そ

のため、本回路を 1MHzで共振動作させたい場合にはイ

ンバータを 1/9 に分周して運転した。 

2.2. 回路パラメータ測定 

  LCR メータを用いてコイルのインダクタンス、抵抗分を

測定し た と こ ろ 、 L1=76μH，L2=75μH ， r1=0.4Ω ，

r2=0.4Ωであった。共振周波数 f0が 100kHz となるように

コンデンサの値を求めるとC1=33.5nF，C2=33.9nF、f0が 

1MHz となるためにはC1=0.335nF，C2=0.339nFとなる。 
 
3. 基礎実験結果 

3.1. 実験波形例 

  コイル間距離をd=50mmとし、共振周波数（動作周波

数）をf
0
=100kHz、f

0
=1MHzとしたときの送電コイル入力

電圧𝑣1の波形(CH1)と、出力電圧𝑣2の波形(負荷電圧波

形)(CH2)を図 3(a)、図 3(b)に示す。ただし、𝑓0 = 1MHz

のときのインバータ周波数は 111kHz である。図 3(a)から

わかるように、f
0
=100kHz のときには出力にv1の基本波と

ほぼ同じ正弦波電圧が現れている。しかし、同図(b)から、

インバータを分周運転すると擬似的に共振運転できるが、

出力は小さくなってしまう。 

3.2. コイル間距離と出力電力の関係 

  負荷に 15Ωの抵抗を接続し、f
0
=100kHz、f

0
=1MHz と

して、コイル間の距離を 0mmから 200mmまで 10mmずつ

変化させたときの出力電力の測定結果を図 4 に示す。

f
0
=1MHz においてはインバータを 1/9 に分周させて

111kHz で運転した。f
0
=100kHz においては、コイル間距

離d=70mm のときに出力電力が最大で 0.78W となった。

f
0
=1MHzにおいてはd=110mmのときに出力電力が最大

となり、伝送距離を大きくすることができるが、伝送電力

は著しく低下した。これはインバータを 1MHz ではなく

111kHz で分周運転したためと考えられ、回路の抵抗成

分が非常に小さい場合以外、すなわち振動の減衰が小

さい場合以外、分周運転は適当でないと思われる。 
 
4. まとめ 

  出力電圧が正弦波となり、また特定の距離付近で伝

送電力が最大になるので磁気共振によって結合している

ことが確認できる。コイル間距離𝑑が特定の場合以外に

は出力電力は低下する。これは、両コイルの結合係数が

変わり、相互インダクタンスが変化することで共振条件か

らずれてしまうためと思われる。したがって、𝑑が変化して

もインバータ周波数を適切に調整することにより出力電

力の低下を抑えることができると考えられるので、今後こ

の方法を検討していく。 

 

   
図 1 送電側と受電側のコイル 

 

 
図 2 等価回路 

 

       
(a) f

0
=100kHz（d=50mm）   (b) f

0
=1MHz（d=110mm） 

図 3 本装置の入力・出力電圧波形 

 

 
図 4 コイル間距離と出力電力の関係 
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